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令和３年志木市議会

３月定例会

令和３年度

施政方針

市民力でつくる

未来へ続くふるさと 志木市

～ずっと住み続けたい、住んでみたいまちをめざして～

志 木 市
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市政運営に関する基本的な考え方

確かな志木市の発展を見据え、「みんなの笑顔」、そして「持続可能

な志木市の土台づくり」にさらなる一歩を踏み出すため、本市が直面す

る課題を絶対に先送りしないという強い信念を胸にスタートさせた、ま

ちづくり第２ステージも、早４年が経過しようとしております。

振り返りますと、教育分野においては、志木っ子たちが未来をたくま

しく生き抜く力を育むため、時代に即した新たな指導体制へと発展させ

た「複数・少人数指導体制推進事業～スマートクラス～」を導入する

など、教育改革を進めるとともに、市民生活においては、近年頻発する

大型台風や集中豪雨に対応するため、河川監視カメラや土のうＢＯＸの

設置に加え、道路排水施設の改修など水害対策を強化してまいりまし

た。さらには、将来を見据えた持続可能な財政運営のため、福祉センター

と総合福祉センターの複合化や館保育園を民営化し、民間資源の活用や

国からの財源を確保することで、確かなマネジメントを展開してまいり

ました。

また、全国に先駆けた取組として、本市の未来を担う志木っ子たちが、

インターネットやカードゲームなどの利用に起因するトラブルに巻き込

まれることを未然に防ぐため、各家庭において取り決めを行うことや、

学校、地域などの責任を明確にした「元気に育つ志木っ子条例」の制定

のほか、今日の福祉課題として増加している８０５０問題や、介護と育
こんにち

児のダブルケアなど、複数の課題が関連した事案に対応するため、これ

までの後見ネットワークセンターと生活相談センターの機能に加え、障
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がい者基幹相談支援センターを一体的に運営する「基幹福祉相談センター」

の開設など、時代の変化に対応した課題の解決にも取り組んでまいりま

した。

しかしながら、令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大により、外出や経済活動などを思うようにできない状況となり、

本市も予定していた事業の一部について、中止を余儀なくされました。

こうした状況の中、本市独自の新型コロナウイルス感染症対策として、

市民の皆様の生活を支えるため、水道料金の一律減額や新生児子育て応

援金の給付などを実施するとともに、事業者の皆様の活動を支えるため、

法人市民税均等割額の減免やキャッシュレス還元事業などを実施してま

いりました。また、避難所における感染拡大を防止するため、避難者同

士の間隔を確保し、飛沫感染を防ぐためのパーティションの導入や、重

症化するリスクが高い方への不安を解消するため、高齢者等へのＰＣＲ

検査費用の一部助成などを実施してまいりました。

現在、私たちは、歴史的にも類を見ない未曾有の災禍の中におります

が、かつての先人たちは、世界を震撼させたウイルスに、果敢に立ち向

かい、克服してきました。本市においても、コロナ禍を前に、安心して

暮らせる日常と、元気で活気あふれる志木市の姿を取り戻すため、これ

まで築き上げてきた土台を足がかりに、大胆な発想の転換のもと、志木

市将来ビジョンで掲げた「市民力でつくる 未来へ続くふるさと 志木市」

の実現に向けて、４つの戦略プロジェクトを軸に、着実な取組を進めて

まいります。
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【１．市民の健康づくりプロジェクト】

まず一つ目として、本市の宝である市民力を今後も発揮していただく

ことができるよう、市民の皆様の健康づくりを応援してまいります。具

体的には、若いうちから健康意識を高め、運動習慣を身に付けるため、

２０歳代から４０歳代までを対象に「健康貯筋スタートプログラム」と
・ ・

題し、働く世代の健康づくりを民間事業者と連携を図りながら展開して

まいります。その一環として、令和３年度は、いろは親水公園や館近隣

公園を会場として、自然と触れ合い、リラックス効果が得られるアウト

ドアヨガを実施することで、体力向上やストレスの緩和など、働く世代

の生活の質の改善につなげてまいります。

また、がん検診受診率の向上を図るため、自宅などで簡単に子宮頸が

んのリスクを確認することができる「自己採取ＨＰＶ検査」を埼玉県内

で初めて実施してまいります。本市の子宮頸がん検診の受診率は、令和

元年度において、１１.２％と低い状況にあることからも、これまで検診

を受けたことのない方が、新たに受診するきっかけとなり、継続受診に

つながるよう支援してまいります。

さらに、「志木市町内会サロン活動支援補助金｣を創設し、地域コミュ

ニティの担い手である町内会による町内会館を活用した「コミュニティ

ふれあいサロン」の設立や運営を支援してまいります。これにより、同

じ趣味や特技を持った方が楽しめる場や、子どもたちへの読み聞かせを

行う場など、新たな集いの場の形成を支援することにより、コロナ禍に

よって失われた絆の再生にもつなげてまいります。

また、館地区における世代間交流のさらなる充実を図るため、ふれあ
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い館「もくせい」のリニューアルに向けた設計を実施してまいります。

再整備に当たっては、マロニエ通り側からの入館を可能とする新たな動

線を整備するとともに、多世代交流カフェにテラスを新設することで、

子育て世代や高齢者など、老若男女が気軽に集える憩いの場としてまい

ります。

加えて、高齢者の皆様が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、市

内で最も高齢者人口の多い館・幸町圏域において、高齢者あんしん相談

センターのあり方や支援体制の強化など、団塊の世代が後期高齢者とな

る２０２５年問題を見据えた検討を進めることで、さらなる相談機能の

強化につなげてまいります。

【２．子育て世代定住プロジェクト】

次に、二つ目として、将来的な人口減少に備え、子育て世代が定住し、

安心して子どもを産み育てられる環境を充実させてまいります。具体的

には、保育の量と質の充実を図るため、柏町地区に民間の認可保育園を

新たに１園整備することで、保育の定員を１,８２１人まで拡大し、さら

なる待機児童の解消につなげてまいります。加えて、当該園においては、

子どもが病気のため、集団保育が困難な場合に保育士及び看護師が、施

設内の専用スペースにおいて、一時的に保育する本市初の「病児保育事

業」を実施することで、子育てと就労の両立を支援してまいります。

また、これまで研究を進めてきた小中一貫教育をさらに充実させるた

め、令和７年度に、市内全中学校区における小中一貫校の実現を目指し、

市内全小学校の高学年に教科担任制を令和４年度までに導入してまいり
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ます。令和３年度は、その第一歩として、志木第二小学校に、中学校で

の指導経験が豊富な小中一貫教育推進教員を配置し、小学校から中学校

への円滑な接続をサポートするとともに、小学校教員を同じ学区内の中

学校へ派遣し、中１ギャップや生徒指導など、学校生活における課題の

解消に向けた研究に取り組むことで、義務教育９か年を見通した教育課

程の編成につなげてまいります。

さらに、小学校における子どもたちの英語コミュニケーション能力の

向上を図るため、英語専科教員を増員することで、市内全小学校の外国

語授業において、英語専科教員及びＡＬＴによる指導体制を確立してま

いります。

一方、近年、児童に関する問題として、虐待や不登校が増加しており、

これらは家庭環境や健康上の問題などが複雑に絡み合い、行政の特定の

セクションだけでは対応が難しいことから、支援や見守りが必要な児童

について、児童相談や発達障がい、不登校やいじめ、さらには悩みを抱

える保護者の情報などを、関係する所属で共有することができる「児童

相談システム」を導入してまいります。導入に当たっては、児童虐待の

担当である子ども支援課や、母子保健の担当である健康増進センターに

加え、小・中学校の担当である学校教育課や教育サポートセンターとも

連携した埼玉県内の市では初となるシステムを構築し、定期的に所属を

越えた情報交換を密に行うことで、発生予防や早期対応など、子どもた

ちや保護者の状況に応じたサポート体制を確立してまいります。
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【３．暮らしやすさ向上プロジェクト】

次に、三つ目として、コンパクトな市域を生かし、市民の皆様にとっ

て暮らしやすいまちを目指してまいります。具体的には、デマンド交通

やシェアサイクルをはじめとする本市の交通手段については、新型コロ

ナウイルス感染症などの影響により、利用状況に変化が生じていること

から、現在「志木市交通政策検討プロジェクト・チーム」を設置し、施

策の再検証を行っているところであります。令和３年度は、プロジェク

ト・チームにおける検討を踏まえ、コンパクトな市域を生かした交通手

段の方向性を示してまいります。

また、市民会館及び市民体育館については、現在策定を進めている

「志木市民会館及び志木市民体育館再整備基本計画」に基づき、現在そ

して将来においてふさわしい施設の再整備に向けた設計を実施してまい

ります。再整備に当たっては、議会や市民の皆様からご意見を伺いなが

ら、より多くの市民の皆様にとって、快適で使いやすく、災害時におい

て拠点となる機能を持ち合わせた施設としてまいります。

【４．魅力発信プロジェクト】

次に、四つ目として、本市の地域資源を活用し、これまで以上のにぎ

わいを創出するとともに、その魅力を全国に発信してまいります。具体

的には、市の中心に位置するいろは親水公園のさらなる魅力向上を図る

ため、令和２年度に策定した「民間活力の活用によるいろは親水公園の

魅力倍増に向けた基本計画」に基づき、再整備を実施してまいります。

再整備に当たっては、公募設置管理制度（Ｐａｒｋ－ＰＦＩ）により、
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水と緑が調和した公園の新たなシンボルとなるカフェの設置や、子ども

たちが目を輝かせるウォーターパークの設置など、民間事業者のノウハ

ウを最大限活用し、新庁舎と一体となった志木市の新たなランドマーク

の具現化に向け、公園の魅力を高める施設整備を実施してまいります。

また、令和４年度の新庁舎の竣工や、いろは親水公園のリニューアル

を市民の皆様と共に祝う記念事業を実施してまいります。令和３年度は、

記念事業を市民の皆様と市職員で共に創り上げるための「新庁舎等完成

記念事業実行委員会」を組織し、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、中止を余儀なくされた市制施行５０周年記念事業実行委員会の思い

を引き継ぎながら、令和４年度の記念事業の実施に向け、準備を進めて

まいります。

【５．新型コロナウイルス感染症対策】

最後に、五つ目として、市民の皆様の生命及び健康を守るため、引き

続き、新型コロナウイルス感染症対策を講じてまいります。具体的には、

令和３年４月以降に順次開始となる新型コロナウイルス感染症に係るワ

クチン接種に向けて、「新型コロナウイルス感染症ワクチン接種支援室」

を中心に、埼玉県や朝霞地区医師会など、関係機関と連携を図りながら、

希望する市民の皆様に迅速かつ的確に接種できるよう、着実に準備を進

めてまいります。

また、コロナ禍における地域のまちづくり活動や、社会教育活動、ス

ポーツ活動を行う市民団体の皆様の活動継続を支援するため、消毒液や

非接触型体温計の購入など、感染症予防に対する補助を実施することで、
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新型コロナウイルス感染症に負けない市民活動を応援してまいります。

加えて、「新しい生活様式」に対応するため、ＩＣＴを活用し、「市

役所に行かなくていい」仕組みづくりを進めてまいります。具体的には、

ＬＩＮＥを活用した電子申請やマイナンバーカードを活用した「スマート

申請システム」に新たなメニューを順次追加するほか、市役所の窓口に

おける手数料の支払い方法に「キャッシュレス決済」を導入するととも

に、水道料金及び下水道使用料の支払い方法に「スマートフォン決済」

を導入することで、市民の皆様のさらなる利便性の向上を図ってまいり

ます。併せて、現在、金融機関の窓口などで納付していただいている市

税等についても、「スマートフォン決済」を令和４年度の導入に向け、準

備を進めてまいります。また、教育サポートセンターにおいては、いつ

でも相談しやすい環境を整えるため、オンライン相談を導入することで、

教育相談体制を充実させてまいります。

これらの「新しい生活様式」に対応した施策を推し進めることで、新

型コロナウイルス感染症の拡大防止につなげることはもとより、市民の

皆様の利便性を高めることで、「スマート市役所」への転換を図ってま

いります。

以上、市政運営に関する基本的な考え方について、主要施策の一端を

述べさせていただきました。長期化の様相を呈する新型コロナウイルス

感染症への対応に万全を期し、コロナ禍によって失われた絆を再生す

ることで、元気で活気あふれる志木市の姿を取り戻すとともに、７万６千人の

市民の皆様が、未来に希望を持って安心して暮らすことができるよう、

数々の行政課題に取り組み、志木市の質と価値を高める市政運営に邁進
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してまいります。
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財政環境と予算編成の基本的な考え方

令和３年度における国の地方財政対策によると、地方税等が大幅な減

収となる中にあっても、地方公共団体が行政サービスを安定的に提供し

つつ、防災・減災、国土強靭化の推進などの重要課題に取り組めるよう、

一般財源総額については、前年度を上回る額の確保が示されたところで

あります。

その内訳を精査いたしますと、地方税がリーマン・ショックの影響を

受けた平成２２年度以来１１年ぶりに減収へ転じた一方で、その財源不

足を補塡するため、地方交付税や臨時財政対策債の大幅な増額がなされ

ているものであります。

本市においては、これらの財源を最大限活用する一方で、新型コロナ

ウイルス感染症の影響から経済活動の停滞に伴う所得の減少などにより、

令和２年度と比較して、市税収入の大幅な減少が想定されることから、

当初予算ベースにおける基幹税は対前年度比で、個人市民税４.７％の減、

法人市民税１５.８％の減、固定資産税１.２％の減、市税全体でおよそ

３億５,０００万円の減を見込んでおります。

また、歳出面では、新型コロナウイルス感染症対策にかかる経費の増

や、幼児教育・保育の無償化をはじめとする保育関係経費、超高齢社会

の進展に伴う医療・介護関係経費などの社会保障費が増加の一途をたど

っていることなどから、多大な財政出動が必至であり、歳入歳出の乖離

が増大する中、着実に積み立ててきた財政調整基金を、過去最高額とな

るおよそ２１億９,０００万円取り崩すことによって、対応したところで
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あります。

このような非常に厳しい財政環境での予算編成にあたりましては、

「従来の発想にとらわれることのない、まちの新たな魅力創出に取り組

む将来を見据えた事業の展開を検討すること」「志木市新行政改革プラ

ンにおける『事務事業の見直し』に基づく廃止・縮小等の見直しに加え、

業務の効率化及び行政課題への迅速な対応を図る視点から、委託化や、

ＡＩ・ＲＰＡを活用した事業実施を検討すること」「鋭敏な感覚を持っ

て国・県の補助金等を活用できるよう情報収集に努め、積極的に関係機

関と折衝し、財源確保を働きかけることはもちろん、金額の多寡にかか

わらず、税外収入等の新たな財源確保策について検討すること」「『新

しい生活様式』に対応するため、既存事業においても新たなスタイルで

市民サービスの提供ができるよう工夫を凝らした予算を計上すること」

の４点を基本的な考え方とし、効果的な財源配分に努めたところであり

ます。

この結果、令和３年度の予算案の規模は、

一般会計

３０７億７,７００万円 （対前年度比１０.８％増）

特別会計

１２４億１,３６９万２千円（対前年度比 ２.９％増）

企業会計

５８億３,９０４万３千円（対前年度比 ６.０％増）
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合 計

４９０億２,９７３万５千円（対前年度比 ８.１％増）

となりました。

一般会計については、総務費が対前年度比でおよそ２２億３,７００万円

の増額となったことなどに伴い、予算総額は、対前年度比で２９億

９,６００万円の増額となりました。

歳入面では、歳入の根幹を成す市税の予算額は対前年度比３.２％の減、

総額でおよそ１０５億９,２００万円を見込んでおります。

個人市民税は、納税義務者を２００人程度の減、およそ３９,４００人

と見込むとともに、新型コロナウイルス感染症の影響による非常に厳し

い経済状況を勘案し、対前年度比４.７％の減、５０億４,６３３万５千円

と見込んでおります。

法人市民税は、法人税割の税率引き下げによる影響を見込むとともに、

新型コロナウイルス感染症の影響による非常に厳しい企業経営状況を勘

案し、対前年度比１５.８％の減、３億３,２９９万６千円と見込んでお

ります。

固定資産税は、評価替えの年となりますが、新型コロナウイルス感染

症の影響前の地価上昇に対応するため、令和３年度に限って、上昇分を

令和２年度水準に据え置く一方で、下降した土地については、減を見込

むとともに、家屋の経年減価による減も考慮し、対前年度比１.２％の減、

４１億４,６６０万円と見込んでおります。

普通交付税は、国の令和３年度地方財政対策において地方交付税総額
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が増加となっていることから、対前年度比１６.７％の増、１４億円と見

込んでおります。

国庫支出金は、生活保護費負担金や障がい者自立支援給付費負担金等

の増により、対前年度比３.８％の増、４６億７,０３３万６千円と見込

んでおります。

市債は、新庁舎建設工事にかかる市債やいろは親水公園施設再整備に

かかる市債の増、臨時財政対策債の増により、対前年度比５３.９％の増、

５９億２,６２０万円と見込んでおります。

繰入金は、財政調整基金からの繰入を対前年度比３８.８％の増、２１億

９,０７２万円とするとともに、新庁舎の建設費用などの財源として、公

共施設安心安全化基金からの繰入を対前年度比１５０.９％の増、１２億

４,７４０万３千円とし、全体として対前年度比６５.２％の増、３４億

６,０８７万６千円と見込んでおります。

これによりまして、令和３年度当初予算取崩し後の財政調整基金残高

は、およそ８億８００万円と見込んでおります。

歳出面につきましては、「志木市将来ビジョン（第五次志木市総合振

興計画）将来構想」で掲げたまちの将来像の実現を目指し、施策の大綱

に沿って、令和３年度に推進する主な施策につきましてご説明申し上げ

ます。
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１ 市民力が生きるまちづくり

（子育て、教育、高齢者、市民協働、すべての人）

子育て家庭への支援につきましては、民間保育園における保育士の人

材確保を図るため、対象となる保育士１人あたり年額最大５８５,０００円

を保育事業者に補助する「保育士宿舎借り上げ支援補助事業」を実施す

ることで、利用定員の拡大とさらなる待機児童の解消につなげてまいり

ます。

また、昨今、言語発達に影響を及ぼす子どもの難聴は、１,０００人に

１人から２人と比較的発生頻度が高いことから、早期に発見し、早期の

治療や療育につなげるため、令和３年４月１日以降に生まれた子どもを

対象に、新生児聴覚検査費を助成することで、しきっ子たちの健やかな

成長を支援してまいります。

次に、学校教育の充実につきましては、民間のプール施設を活用した

専門の指導員による水泳指導について、令和２年度から実施している志

木第四小学校のほか、新たに、プールの老朽化が進行している宗岡小学

校及び宗岡第二小学校を加えて実施することで、児童の運動機能の向上

につなげてまいります。

また、児童・生徒一人ひとりのニーズに応じた教育を実現するため、

ＧＩＧＡスクール構想に基づき導入した１人１台のタブレット端末を活

用し、習熟度に応じた問題や動画による解説など、複数の機能を搭載し

たオンライン学習教材による効果的な学習につなげるとともに、ＩＣＴ

支援員を配置し、主体的にＩＣＴ機器を活用する学びの姿勢を育むこと
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で、これからの時代を創り、生き抜く志木っ子を育成してまいります。

加えて、放課後における学習の場である、小学生を対象とした、放課

後志木っ子タイムの学習プログラムや、中学生を対象としたサマースクール、

中３チューターにおいても、タブレット端末を活用し、一人ひとりの習

熟度に応じた学習支援を実施してまいります。

一方、教育環境の整備については、令和３年度から始まる「志木市学

校施設長寿命化計画」に基づき、宗岡第二小学校における体育館の大規

模改修工事に向けた設計に着手するとともに、宗岡小学校における体育

館の大規模改修工事や、志木第三小学校における給食室の改修工事を実

施するなど、安全な教育環境の整備を進めてまいります。

次に、高齢者施策につきましては、２０２５年には、団塊の世代が後

期高齢者となり、超高齢社会がさらに進展することを踏まえ、令和３年

度から始まる「志木市高齢者保健福祉計画・第８期志木市介護保険事業

計画」において、地域密着型特別養護老人ホームや定期巡回・随時対応型

訪問介護看護などの地域密着型サービスの整備を位置付けることで、高

齢者の状態に応じた多様な介護サービス提供体制の確保につなげてまい

ります。

一方、介護保険料については、介護給付費準備基金の活用に加え、現

行の９段階から１３段階への多段階化を実施することにより、介護保険

料の上昇を抑制してまいります。

また、高齢者の皆様がいつまでも自分らしく、いきいきと暮らしてい

ける取組として、令和２年度からスタートした「フレイル予防プロジェ

クト」では、市民フレイルサポーターをさらに養成し、測定機器や質問
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票を用いたフレイルチェックを実施するほか、全市民を対象とした予防

啓発に関する講演会や、保健師、管理栄養士などの専門職による健康講

話を実施することで、フレイル予防につながる介護予防事業を展開して

まいります。

加えて、日常生活における負担の軽減と高齢者の見守りを図るため、

家庭ごみを集積所まで持ち出すことが困難な６５歳以上の要支援・要介

護認定者や、１級・２級の身体障がい者手帳を所持している方などを対

象に実施している「家庭ごみ戸別訪問収集事業」については、新たに８５歳

以上の方で構成されるごみ出しが困難な世帯を加えることで、高齢者の

在宅生活のさらなる支援に取り組んでまいります。
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２ 市民を支える快適なまちづくり

（健康、福祉、生涯学習、スポーツ）

健康施策につきましては、健康増進や生活習慣病予防の効果が期待で

きる「いろは健康ポイント事業」をさらに充実させてまいります。令和

３年度は、働く世代が参加しやすい仕組みとして、新たに、スマートフォン

アプリで参加できる環境整備を進めるとともに、参加者に対して、計測

会や講座の案内など、健康づくりに関する情報を発信するためのメール

配信機能を追加し、ＩＣＴ環境を充実させることで、市民の皆様の自主

的な健康づくりを応援してまいります。

また、食による健康づくりとして、減塩をキーワードに実施している

「おいしく減塩！『減らソルト』プロジェクト」については、おいしい

減塩料理を募集する「減らソルトレシピコンテスト」を開催し、工夫を凝

らした優秀なレシピを市民公開講座で表彰するとともに、クックパッド

の「志木市のキッチン」などで広く紹介することにより、市民の皆様の

１日あたりの食塩摂取量の減少につなげてまいります。

さらに、骨格の発達に重要な時期である小学校３年生の児童に対して

実施している「足部機能・骨格発達支援事業」については、令和４年度

の市内全小学校での実施に向けて、現在実施している２校のほか、新た

に、宗岡第二小学校、志木第三小学校及び宗岡第三小学校を加え、子ど

もの頃からのセルフフットケアの理解と実践を進め、子どもたちの健全

な身体の形成と体力向上につなげてまいります。

次に、コロナ禍における心のケアにつきましては、外出ができず、特
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に、閉じこもりがちになりやすい在宅子育て家庭を支援する育児サポー

ト事業について、助産師やヘルパーなどによるサポート期間をこれまでの

９０日から１年まで延長するとともに、必要に応じて専門職による支援

を行うことで、いわゆる「コロナうつ」の防止にもつなげてまいります。

また、市内全中学校の１、２年生を対象とした「いのちの支え合いを

学ぶ授業」を実施し、コロナ禍で自由に行動ができない子どもたちに、

生活上の困難やストレスに直面した際の解決方法を学んでもらうことで、

自己肯定感を高め、自分を大切にする心を育む健やかな成長につなげて

まいります。

併せて、コロナ禍により保護者のストレスが増加している状況などを

踏まえ、子どもや子育て家庭の身近な相談窓口として、専門的な知識を

有する職員が、育児、しつけ、教育など、さまざまな相談に対応する

「子ども家庭総合支援拠点」を、令和４年度に子ども支援課内に設置す

るための準備を進め、支援が必要な子育て家庭の早期発見から虐待の未

然防止、再発防止に至るまでの切れ目のない支援をさらに強化してまい

ります。

次に、福祉施策につきましては、令和３年度から始まる「第６期志木

市障がい福祉計画・第２期志木市障がい児福祉計画」に基づき、令和２年

１０月に設置した障がい者基幹相談支援センターを軸として、障がいの

ある方の重度化や親亡き後を見据えるとともに、介護者となる家族の高

齢化も視野に入れ、グループホームをはじめとする緊急時の受け入れ体

制や、就労、通所など、さまざまな生活体験の場の拡充、さらには、福

祉事業者間の連携を強化することにより、地域全体で障がい者を支える
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仕組みである「地域生活支援拠点」を整備してまいります。

また、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、手話通訳者の

同行が制限され、聴覚に障がいのある方が医療機関の受診を控えてしま

う傾向にあることから、タブレット端末を用いた遠隔手話通訳を導入す

ることで、安心して医療機関を受診できるよう、聴覚に障がいのある方

の生活を支えてまいります。

さらに、障がいの有無や年齢、性別などに関わらず、多様な人が地域

で共に支え合い、誰もが自分らしく、生きがいを持って活躍できる「共生

社会」の実現を目指し、その基本理念となる本市独自の条例を、令和４

年度の制定に向け、準備を進めてまいります。

加えて、コロナ禍の影響により、緊急的に食品が必要な方や貧困の状

況にある方を支援するため、フードバンク埼玉などからいただいた食品

を窓口でお渡しする「フードバンク事業」をより一層充実させ、子ども

食堂や民間団体などと連携した食品の提供体制を整えるとともに、市民

の皆様から食品の寄附を受け付ける「フードドライブ事業」を新たに実施

し、食品の支援を通じて共に助け合うまちづくりを進めてまいります。

次に、生涯学習施策につきましては、いろは遊学館において実施して

いる従来の来館型の講座に加え、オンライン講座を実施することで、コ

ロナ禍においても、市民の皆様の生涯学習活動の機会の充実を図ってま

いります。

次に、図書館サービスの充実につきましては、コロナ禍においても、

安心して図書館を利用していただくことを目的に、インターネットや電

話で予約した図書館の資料を自宅などで受け取ることができる宅配サー
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ビスを実施するほか、包括連携協定を締結している市内のコンビニエン

スストアと連携し、店舗内のカウンターにおいて、図書館資料の返却を

可能とすることで、図書館利用者の利便性の向上を図ってまいります。



- 21 -

３ 活力と潤いのあるまちづくり

（産業振興、観光、水と緑、地球環境、資源循環）

産業振興につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、

策定を見送っておりました「志木市中心市街地活性化基本計画」を策定

してまいります。本計画では、志木駅東口からいろは親水公園まで続く

本町通りの沿道及び周辺エリアにおいて、空き店舗対策をはじめとする

中心市街地活性化の方向性を定め、魅力的なまちづくりを目指してまい

ります。策定に当たっては、コロナ禍による外出自粛に伴い、市民の消

費行動が変化していることに加え、地域産業や事業者が、大きな影響を

受けている状況を踏まえ、地権者や商店会をはじめとする関係者の皆様

にもご参加をいただきながら、「新しい生活様式」に対応した、商業振

興への取組を盛り込んだ計画とすることで、志木駅東口周辺をはじめと

する商業地域の再活性化につなげてまいります。

また、「志木市中心市街地活性化基本計画」の策定にあわせて、魅力

ある街並みの創出に向け、「志木市景観計画」を改定してまいります。

改定に当たっては、屋外広告物の色や大きさなどのルールを見直すこと

に加え、今後竣工を控えている新庁舎とその目の前に広がるいろは親水

公園や、一般国道２５４号和光富士見バイパスの整備によって、変化す

る街並みを見据えた計画とすることで、良好な景観の形成につなげてま

いります。

次に、本市の地域資源を活用した観光施策につきましては、令和２年

３月に国重要有形民俗文化財に指定された「志木の田子山富士塚」への
た ご や ま



- 22 -

より一層の理解と愛着を深めていただくため、その周辺に位置する「道

しるべ」「石燈籠」「鳥居台石」「御手洗石」４種の「田子山富士塚関
いしどうろう と り い だいいし み た ら い いし た ご や ま

連石造物」の説明板を設置してまいります。併せて、後世に継承すべき

貴重な文化財として、田子山富士保存会の皆様と共に、県内外の博物館
た ご や ま

や、本市と同様に富士塚のある自治体に対してパンフレットを配布する

ことで、その魅力を発信してまいります。

次に、世界共通の目標である「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の
エス・ディー・ジーズ

推進につきましては、令和３年度から始まる「志木市将来ビジョン（第

五次志木市総合振興計画）後期実現計画」において、すべての具体的施

策と１７の目標との関連づけを施策横断的に行い、全市的にＳＤＧｓの
エス・ディー・ジーズ

達成に向け、取り組むこととしたところであります。このような中、令和

３年度は、１７の目標のうち「気候変動に具体的な対策を」や「つくる

責任、つかう責任」をテーマとした環境講座を開催することで、市民の

皆様のＳＤＧｓへの理解促進を図ってまいります。加えて、未来を担う
エス・ディー・ジーズ

志木っ子たちへの環境教育として、中学校の社会科地域資料集に

ＳＤＧｓの内容を盛り込み、公民の授業で取り上げることで、生徒一人
エス・ディー・ジーズ

ひとりがＳＤＧｓについて考え、行動するきっかけとしてまいります。
エス・ディー・ジーズ
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４ 未来を支えるまちづくり

（都市基盤、交通、消防・防犯、防災）

新庁舎建設事業につきましては、令和３年度は地震から建物を守る免

震装置の取付工事や地上部分の工事を行うほか、新庁舎前面の広場とな

る人工地盤についても建設を進め、新庁舎と一体的な整備を図るいろは

親水公園とともに、令和４年７月の竣工を目途に、本市の新たなランド

マークを築いてまいります。

次に、一般国道２５４号和光富士見バイパスにつきましては、事業主

体である埼玉県において、国道４６３号から県道さいたま東村山線まで

の区間について、令和４年度以降の供用を目指すとの方針が示されてい

ることから、引き続き国や埼玉県に対し、道路財源の確保とバイパスの

早期完成を要望するとともに、押しボタン式信号機の設置や渋滞対策、

さらには、工事中における騒音対策など、市民の皆様の安全と良好な交

通環境、住環境が確保されるよう埼玉県に働きかけてまいります。

また、令和３年度は、バイパスの東側に位置する消防団第５分団車庫

の建設を実施することで、バイパスの開通後も、有事の際は、現場へ迅

速に到着することができるよう、宗岡地区の消防団活動を強化してまい

ります。

次に、誰もが安心して歩きやすい歩道の整備につきましては、マロニエ

通りを含む２路線の段差解消や、十分な幅員を確保することで歩道の快

適化を推進するほか、身近な生活道路においても、道路が狭く雨水がた

まりやすい市道の拡幅整備を実施してまいります。
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また、市道の道路陥没などによる事故を未然に防止するため、舗装の

長寿命化修繕計画に基づき、志木第三小学校前の市道や、秋ケ瀬スポーツ

センター付近のあきはね通りなどの修繕工事を実施するとともに、宗岡

第四小学校前のハーベストモールの交通安全対策工事を実施することで、

安全な道路交通環境につなげてまいります。

さらに、市が管理する道路を常に良好な状態に保つため、民間事業者

と連携した通報システムを導入し、道路の損傷や危険箇所などを発見し

た場合に情報提供を行うとともに、修繕や除去など、適切な対応を実施

することで、道路パトロールや応急対応の強化を図ってまいります。

加えて、私道の修繕に対する補助金については、生活環境の改善を図

るため、通り抜け私道のほか、新たに、行き止まり私道の一部を補助対

象に追加してまいります。

併せて、生活道路における歩行者の安全を確保するため、自動車の最

高速度を時速３０ ｋ ｍに規制するゾーン３０の区域として、新たに、
キロメートル

館１丁目及び幸町地区においても埼玉県警察より指定を受けることから、

路面標示を設置することで、安全な歩行環境につなげてまいります。

次に、空き家対策につきましては、令和３年度から始まる「第二期志

木市空き家等対策計画」に基づき、空き家の管理や利活用などについて、

「空き家等の利用等の相談に関する覚書」を締結している一般社団法人

日本空家対策協議会の協力により、弁護士や土地家屋調査士など、各分

野の専門家による相談を実施するとともに、市民、事業者、行政が一体

となり、防犯や住環境の向上、さらには空き家等の利活用につながる取

組を進めることで、地域の安全を確保してまいります。
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次に、水害対策につきましては、大雨が発生した際の排水機能を確保

するため、高橋中ポンプ場における排水ポンプの改修工事を実施すると
たかばしなか

ともに、赤野毛排水機場による内水排除を強化するため、排水ポンプの
あ か や け

１基増設に向けた設計を実施してまいります。加えて、排水機場のリア

ルタイムな運転確認と遠隔での監視・操作を強化するため、排水機場遠

方監視システムの更新工事を実施してまいります。

次に、防災意識の高揚を図るための取組につきましては、いつ起こる

かわからない災害に備えるため、２か年計画で進めております「地区別

防災ガイドブック」を本町地区、幸町地区、館地区、柏町３丁目、４丁

目、５丁目の地区で作成することにより、市内全地区での作成が完了い

たします。令和３年度は、防災講座を通して、河川の増水状況に応じた

行動や避難方法を地域の中で共有していただくとともに、市民一人ひと

りがあらかじめ避難に備えた行動を決めておく「マイタイムライン」の作

成につなげてまいります。

また、避難所環境の向上を図るため、テント型の災害対策用プライベート

ルームを配備することで、避難所における着替えなどに要するプライバ

シーに配慮した空間を確保してまいります。

次に、水道事業につきましては、地震災害時においても、水道水を安定

して供給することを目的に、大原浄水場の自家発電設備を更新し、電源

喪失による送水機能停止の回避を図るとともに、水道施設管路の耐震化

や浄水場施設・設備の更新を計画的に進めることで、より強靭な水道事

業を運営してまいります。

次に、下水道事業につきましては、地震災害時に備えるため、館第一
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排水ポンプ場第４期耐震化工事を実施するとともに、緊急輸送道路や新

河岸川の横断部などに埋設されている汚水管とマンホールの耐震化工事

を実施してまいります。

また、下水道施設の老朽化に伴う事故を未然に防ぐため、「志木公共

下水道更新・改築計画」を策定するとともに、近年増加傾向にある不明

水の対策として、「雨天時浸入水対策計画」を策定し、雨水の浸入防止

に向けた効果的な手法を検討することで、持続的な下水道機能を確保し

てまいります。
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５ 健全でわかりやすい行政運営

（行財政、情報発信）

行政サービスの向上につきましては、ＡＩをはじめとする新たなＩＣＴ

が目覚ましい進化を遂げており、スマート市役所やデジタル・トランス

フォーメーションへの取組を進めるため、「ＩＣＴ戦略ビジョン」を策

定してまいります。策定に当たっては、新たなＩＣＴを活用し、「市役

所に行かなくていい」仕組みづくりとして、マイナンバーカードを活用

した「スマート申請システム」をはじめとするインターネット申請の充

実に向けた取組を盛り込むことで、市民サービスの向上と事務手続きの

効率化につなげてまいります。

また、マイナンバーカードの取得率の向上を図るため、現在の電話に

よる受取予約に加え、新たに、パソコンやスマートフォンから受取予約

ができるシステムを導入することで、マイナンバーカードのさらなる普

及につなげてまいります。

加えて、これまで、それぞれの窓口で記入していた転入届出書や、転

入に伴い手続きが発生する国民健康保険、介護保険などの申請書につい

て、転出証明書に記載された氏名や住所などの情報をスキャンすること

で、各種申請書への記入が不要になる窓口受付システムを導入し、

「書かない」「待たない」窓口を実現してまいります。

次に、収納率向上を図る取組につきましては、引き続きファイナンシ

ャルプランナーによる生活改善型納税相談や、自動音声電話催告、携帯電

話ショートメッセージ催告システムの運用を着実に実施し、市税などの
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期限内納付を促進するとともに、法に基づく適正な滞納処分を執行し、

収入未済額の圧縮を図ることで、収納率をさらに向上させ、埼玉県下

１０位内を目指してまいります。

次に、財政運営につきましては、少子高齢化に伴い社会保障経費が増

大することに加え、新型コロナウイルス感染症の影響により税収が減少

する中にあっても、限られた財源を効果的・効率的に活用していくため

の新たな予算編成の手法として、各部局のマネジメントにより、事業の

スクラップ＆ビルドが期待できる「枠配分方式」を導入してまいります。

以上、市政運営の基本方針と重点施策を述べさせていただきました。

依然として、終息を見通すことができない新型コロナウイルス感染症に

より、私たちの生活は大きく変わりました。また、ＡＩや電子マネーを

はじめとする技術革新も、私たちの生活を変えつつあります。そして、

将来を見据えた時、少子高齢化や人口減少など、本市を取り巻く環境も

大きく変化していくであろうことに間違いありません。

これらの変化を的確に捉え、対応するためには、五感を研ぎ澄まし、

今を見つめ、将来を考えることが大切な姿勢となってまいります。これ

までも、コロナ禍において、プレミアム付き商品券の発行や、インフル

エンザワクチン接種費用の全額助成など、市民生活や事業者を支える施策

をタイムリーに展開してまいりました。また、「市役所に行かなくていい」

仕組みづくりと銘打ち、「スマート申請システム」や「キャッシュレス決済」

の導入など、目覚ましい進化を遂げているＩＣＴの技術革新にも迅速に

対応してまいりました。加えて、将来を見据えた持続可能な財政運営の
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ため、福祉センターと総合福祉センターの複合化や館保育園の民営化と

いった公共施設マネジメントを実施し、将来を見据えた視点で、行財政

改革にも果敢に向き合い、結果を出してまいりました。

先行きを見通すことが難しい不安定な時代の中においても、持続可能

な志木市を実現するためには、常に変化に迅速かつ的確に対応し、変革

へとつなげていかなくてはなりません。新たな変革へとつながる市の決

断には時に、ご批判やお叱りをいただくこともあろうかとは思いますが、

説明責任を果たしつつ、将来を見据えた確かな選択をしていくことが私

に課せられた使命であります。

この使命を胸に、確固たる信念のもと、これから先のさまざまな課題

に対し、一つ一つ真摯に向き合い、しっかりと難局を乗り越えていくこ

とで、市民の皆様の笑顔、そして胸を張って後世に引き継げる志木市の

実現に向け、全力を尽くしていく所存であります。引き続き、議員各位、

そして市民の皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。
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